
この後どうなるの？ 作成日 2021年9月15日（月）

対象：4歳児 きく組 作成者 進藤早苗

保育の振り返り

雨の日、雨が大好きなカタツムリに雨を感じてもらおう！と蓋をあけたまま靴箱の上へ置いておくことが続いていました。いつもは、すぐに閉める
蓋がこの日は開いたまましばらく時間が経ってしまいました。『先生！逃げとる！』と教えてくれ、見てみると柱の上をツーっと上へ登っている姿
が見られます。あけっぱなしにしていたのが原因です。捕まえるのは簡単ですが、私たちはこれってどうなるの？という疑問から見守ることにしま
した。何とか自然に飼育ケースに帰って欲しくて、紐を柱に張りはしごに見立てた道を作ったり、棒をつけてみたりいろいろ子ども達と考え試しま
したが、ゆっくりですが、カタツムリは上に登っていきます。手を伸ばしても届かないところに行ってしまい、子ども達も私も言葉にはならない雰
囲気に、このままお別れするんだなという気持ちもあったように感じます。ですが、お帰りの準備の時、ある女の子が『嫌じゃ。はよ取って。』と
いう言葉がでてきました。ずっと言い出せなかったようです。『捕まえよう』と何人かの子ども達が動きました。かなり上まで上がっていたので、
私も一緒に手伝い、無事に飼育ケースに戻すことが出来ました。子ども達から『本当は逃がしてあげたほうがカタツムリは嬉しいと思う』『やっぱ
りお別れするのは嫌だな』『このまま逃げたらどうなったのかな？』『逃げたら食べ物はどうする？』『湿っていない所では生きていけないよ』等
の色々な意見がでてきました。こんなにいろいろなことを感じ、言葉で伝え合ったり一緒に感じたことが嬉しかったです。逃げだしたことがきっか
けで、カタツムリの事やみんなの気持ちを知れた日となりました。季節は秋ですが、引き続き子ども達と相談したり、考えたりしながらたくさんの
思いと気持ちを引き出し共有していきたいと感じた日でした。

（健康な心と体、豊かな感性と表現、言葉による伝え合い、協同性、自然との関わり・生命尊重、自立心）

保育のねらい:友達や保育者と一緒に感じたことを言葉で伝える。


